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令
和
５
年
第
３
回
定
例
会

が
、
９
月
５
日
か
ら
14
日
ま

で
の
10
日
間
、
役
場
庁
舎
３

階
の
議
会
議
場
で
開
か
れ
ま

し
た
。

　

会
期
中
、
町
長
か
ら
提
案

さ
れ
た
人
事
案
件
や
条
例
改

正
な
ど
の
議
案
が
審
議
さ

れ
、
い
ず
れ
も
原
案
ど
お
り

可
決
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、

令
和
４
年
度
の
各
会
計
の
決

算
は
８
件
提
案
さ
れ
、
す
べ

て
認
定
さ
れ
ま
し
た
（
議
案

な
ど
の
審
議
結
果
に
つ
い
て

は
、
12
ペ
ー
ジ
の
表
を
ご
ら

ん
下
さ
い
）。

　

町
政
一
般
質
問
に
は
４
人

の
議
員
が
登
壇
し
町
政
を
た

だ
し
ま
し
た
（
14
ペ
ー
ジ
か

ら
17
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ

い
）。

一
般
会
計
決
算
を
認
定

　

歳
入
歳
出
差
引
額
は
３
億

２
８
０
１
万
円
で
、
翌
年
へ

繰
り
越
す
財
源
が
４
７
３
５

万
円
あ
る
た
め
、
実
質
収
支

額
は
２
億
８
０
６
６
万
円
の

黒
字
で
し
た
。

　

歳　

入

　

決
算
額
は
前
年
度
と
比
較

し
て
5.7
％
の
減
で
、
５
億
２

２
２
６
万
円
の
減
額
と
な
り

ま
し
た
。

　

内
訳
は
、
町
税
全
体
で
前

年
度
比
4.1
％
の
増
、
個
人
と

法
人
の
町
民
税
は
減
少
傾
向

に
あ
り
ま
し
た
が
、
固
定
資

産
税
や
入
湯
税
な
ど
が
増
え
、

全
体
的
に
は
増
額
と
な
り
ま

し
た
。

　

地
方
交
付
税
は
前
年
度

8億7820万 10億4754万
5億3050万

5億2019万
5億9156万

5億6251万

26億6893万
13億6274万

13億4923万

31億9910万

35億0914万

34億6555万

6898万

7124万

9035万

2億8863万

1億9314万

4億6274万

2億6155万

3億3412万

2億6194万

19億1912万

18億8065万

19億5788万

町税

諸収入他

繰越金

繰入金

使用料・分担金等

地方交付税

国・県支出金

その他交付金

町債

自
主
財
源

依
存
財
源
（
国
・
県
か
ら
の
収
入
）

借金

令和２年度
103 億 4007 万円

令和３年度
91 億 7960 万円

令和４年度
86 億 5734 万円

９
月
定
例
会
で
決
ま
っ
た
こ
と

令
和
４
年
度
一
般
会
計
決
算

前年度比

     ４. １%

   - １. ２%

  ２６．６%

   ２６．８%

  －１０．３%

  －４９．４%

  　－４．９%

  　－１．０%

  －２４．８%

過去３年間の歳入総額の推移

1 億９７０３万

３億３１０３万

１億７３２６万

＊１万円未満を切り捨てて
表示しています。

比
1.2
％
の
減
、
町
債
は
前
年

度
比
49
・
４
％
の
減
と
な
り

ま
し
た
。

　

地
方
債
残
高
は
１
０
６

億
円
で
、
令
和
元
年
度
以
降

引
き
続
き
減
少
傾
向
に
あ

り
ま
す
。
一
方
、
歳
入
全
体

の
約
70
％
を
依
存
財
源
で

占
め
て
い
ま
す
。

　

歳　

出

　

前
年
度
と
比
較
し
て

5.9
％
の
減
、
額
に
し
て
５
億

１
９
２
５
万
円
の
減
額
と

な
り
ま
し
た
。

1億5245万 2139万 2915万

8923万 8772万 8769万5億6044万
5億7721万 3億7018万

2億9418万 3億3436万
3億7044万

4億1006万 3億9022万 5億2693万

5億0389万 5億4646万 5億4630万

7億5221万 7億1570万 7億2896万

11億4959万 12億0499万 12億1435万

33億7839万

16億8553万
13億1365万

11億1373万

13億6916万
13億8339万

16億7428万

19億1577万

17億5828万
民生費

教育費

総務費

公債費

土木費

衛生費

商工費

農林水産業

費
消防費

議会費

諸支出金

令和２年度
100 億 7851 万円

令和３年度
88 億 4857 万円

令和４年度
83 億 2932万円

-35.9%

  10.8%

  35.0%

   -0.0%

     1.9%

    0.8%

-22.1%

     1.0%

   -8.2%

   -0.0%

前年度比

　　【 主な歳出】
・ 旧岩一小除却事業（ 解体 )　　　　　　　　　　　　　　　
・ 統合型 GIS 構築業務委託料　　　　　　　
・ 桔梗館設備整備工事　　　　　　　　　　　　　
・ 新型コロナウイルスワクチン接種事業　
・ 施設園芸燃油高騰対策補助金　　　　　　
・ 飼料購入支援補助金　　　　　　　　　　　　　
・ 箱島湧水周辺観光施設整備事業　　　　
・ 多言語音声ガイド整備業務委託料　　　
・ 除雪ステーション新築工事　　　　　　　　　
・ まちづくり計画策定業務委託料　　　　　　
・ 空家等対策計画策定業務事業　　　　　 　
・ 消防ポンプ車購入　　　　　　　　　　　　　　　 
・ スクールバス運行業務委託料　　　　　　　
・ 自立分散型エネルギー設備等導入推進事業　　　　
　　　（ 小学校費）　　　　　　　　　　　　　　　　
・ 自立分散型エネルギー設備等導入推進事業　　　　
　　　（ 中学校費）　　　　　　　　　　　　　　　　

箱島湧水駐車場トイレ

除雪ステーション（原町）

過去３年間の歳出総額の推移

５１７４万円
５６１万円

１２５６万円
５８７１万円

３５９万円
２１５万円

１７０７万円
２９７万円

４０１６万円
６９９万円
５２２万円

１６２８万円
１億２３７９万円

　　
２億　１０８万円

８８００万円

ひ
と
り
10
万
円
の
特
別

対
策
給
付
金
支
給
事
業

の
た
め
大
幅
な
増
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予算決算特別委員会

質　疑
決算を未来に

つなげるために

　9 月 11 日、 町 長 ・ 副 町
長 ・ 教育長ほか、 各課長が
出席し、 初めての予算決算
特別委員会が議場で開催さ
れ、 里見武男委員長の進行
により令和４年度一般会計決
算の質疑を中心に審査が行
われました。

【
高
橋
弘
委
員
】

Ｑ
新
規
就
農
者
へ
の
交
付

金
と
あ
る
が
、
家
業
後
継
者

も
対
象
と
な
る
か
。

Ａ
一
部
親
元
就
農
で
も
認

め
ら
れ
る
と
認
識
し
て
い

る
。

Ｑ
森
林
竹
林
伐
採
事
業
と

い
う
こ
と
で
、
６
地
区
２
・

71
㏊
の
実
績
が
あ
る
が
、
補

助
率
は
。

Ａ
竹
林
に
対
し
て
は
１
０

０
％
、
立
木
の
伐
採
は
50
％

の
補
助
率
と
な
っ
て
い
る
。

Ｑ
有
害
鳥
獣
の
う
ち
、
熊
に

対
す
る
駆
除
以
外
の
町
の

対
策
は
。

Ａ
防
災
無
線
に
よ
る
広
報

や
メ
ー
ル
や
看
板
で
お
知

ら
せ
し
て
い
る
。

Ｑ
農
地
を
守
る
た
め
、
山
林

と
の
緩
衝
帯
を
作
り
獣
と

の
す
み
分
け
が
必
要
と
思

わ
れ
る
が
、
町
の
対
策
は
。

Ａ
森
林
環
境
譲
与
税
を

使
っ
て
、
東
地
区
か
ら
山
の

間
伐
を
行
っ
て
い
る
。
今
後

は
補
助
金
等
で
耕
作
放
棄

地
の
解
消
を
図
り
た
い
。

【
井
上
日
出
来
委
員
】

Ｑ
地
域
お
こ
し
協
力
隊
事

業
の
歳
入
に
つ
い
て
確
認

し
た
い
。

Ａ
事
業
実
施
に
対
し
８
割

が
交
付
税
措
置
、
２
割
は
町

の
一
般
財
源
か
ら
の
充
当

に
な
っ
て
い
る
。

【
増
子
京
子
委
員
】

Ｑ
令
和
４
年
度
の
犬
・
猫

避
妊
手
術
等
補
助
金
が

74
万
円
と
あ
る
が
野
良
猫

な
ど
も
含
ま
れ
て
い
る
か
。

野
良
猫
の
避
妊
手
術
を
や

む
な
く
実
費
で
さ
れ
た
町

民
の
方
が
い
た
が
、
そ
の

よ
う
な
場
合
な
ど
は
全
額

支
給
に
は
な
ら
な
い
か
。

地
域
の
野
良
猫
対
策
に
あ

わ
せ
て
お
伺
い
し
た
い
。

Ａ
ご
厚
意
で
野
良
猫
を
避

妊
手
術
を
し
て
く
だ
さ
る

方
に
も
現
在
は
全
額
支
給

な
ど
は
な
く
同
じ
補
助
金

で
対
応
し
て
い
る
。
今
後

も
犬
猫
の
保
護
団
体
な
ど

に
も
力
を
お
借
り
し
、
問

題
解
決
に
取
り
組
ん
で
い

き
た
い
。

【
小
林
光
一
委
員
】

Ｑ
温
川
キ
ャ
ン
プ
場
、
あ
づ

ま
森
林
公
園
キ
ャ
ン
プ
場

と
も
に
赤
字
運
営
と
な
っ

て
い
る
が
、
町
は
ど
の
よ
う

に
感
じ
て
い
る
か
。

Ａ
令
和
４
年
度
の
赤
字
に

つ
い
て
は
コ
ロ
ナ
感
染
症

対
策
事
業
と
し
て
ト
イ
レ

の
洋
式
化
、
手
洗
い
自
動

水
栓
化
を
行
っ
た
。
専
用

ホ
ー
ム
ぺ
ー
ジ
の
新
設
に

よ
る
集
客
ア
ッ
プ
や
支
出

削
減
へ
の
取
り
組
み
と
共

に
今
後
は
指
定
管
理
も
視

野
に
検
討
を
進
め
て
い

く
。

Ｑ
キ
ャ
ン
プ
場
の
目
的
は

町
民
の
福
利
厚
生
で
、
か

つ
収
益
も
上
げ
た
い
と
い

う
こ
と
な
ら
条
例
の
改
正

も
必
要
で
は
な
い
か
。

Ａ
そ
の
点
も
し
か
る
べ
き

時
期
に
適
切
に
対
処
し
た

い
。

農
林
水
産
業
費

【
竹
渕
博
行
委
員
】

Ｑ
第
２
次
総
合
計
画
後
期
基

本
計
画
が
８
月
に
届
い
た
。

３
月
定
例
会
で
内
容
が
議
決

さ
れ
、
繰
越
事
業
と
し
て
今

年
度
に
入
っ
た
が
、
非
常
に

遅
い
。
安
易
な
業
務
の
先
送

り
と
思
わ
れ
て
も
仕
方
な
い

が
。

Ａ
印
刷
製
本
が
で
き
ず
事
業

全
体
の
支
出
は
５
年
度
に
繰

越
し
た
。
成
果
品
は
８
月
に

な
り
、
計
画
書
の
周
知
は
で

き
て
い
な
か
っ
た
。今
後
、適

切
に
対
処
し
て
い
き
た
い
。

Ｑ
食
に
よ
る
町
お
こ
し
事
業

「
お
ら
が
ま
ち
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
」
は
、
３
月
補
正
予
算
で

４
８
０
万
円
ほ
ど
減
額
さ
れ

た
。
詳
細
な
理
由
と
業
務
内

容
の
内
訳
を
知
り
た
い
。

Ａ
食
に
よ
る
ま
ち
づ
く
り
事

業
で
、
具
体
的
に
は
、
デ
ビ

ル
ズ
タ
ン
バ
ー
ガ
ー
の
普
及

啓
発
。
高
速
バ
ス
に
ラ
ッ
ピ

ン
グ
広
告
を
載
せ
た
。
ウ
ェ

ブ
小
説
も
事
業
に
含
ま
れ
る
。

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
管
理
に
つ
い

て
、
運
営
委
託
料
が
あ
る
が
、

こ
ち
ら
は
通
常
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
を
管
理
す
る
経
費
。

マ
イ
ロ
ッ
ク
タ
ウ
ン
東
吾
妻

事
業
業
務
委
託
料
の
２
０
６

万
円
の
内
訳
に
は
、
通
常
の

委
託
料
で
な
く
、
ウ
ェ
ブ
小

説
の
デ
ザ
イ
ン
、
デ
ビ
ル
ズ

タ
ン
バ
ー
ガ
ー
を
Ｐ
Ｒ
す
る

た
め
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
リ

ニ
ュ
ー
ア
ル
す
る
委
託
経
費

が
含
ま
れ
る
。

Ｑ
予
備
費
の
充
用
の
説
明
を

求
め
る
。

Ａ
予
備
費
の
充
用
は
、
主
に

桔
梗
館
の
源
泉
ポ
ン
プ
交
換

工
事
４
８
４
万
円
。

Ｑ
桔
梗
館
と
天
狗
の
湯
料
金

体
系
な
ど
に
違
い
が
あ
る
が
、

町
の
考
え
は
。

Ａ
桔
梗
館
は
、
旧
東
村
時
代

に
住
民
の
健
康
福
祉
増
進
で

造
ら
れ
た
。
天
狗
の
湯
は
、

八
ッ
場
ダ
ム
建
設
に
伴
う
地

域
住
民
の
健
康
福
祉
増
進
の

た
め
に
建
設
。
生
い
立
ち
の

違
い
が
あ
る
。
料
金
改
定
を

行
う
際
に
は
、
背
景
も
十
分

踏
ま
え
た
中
で
、
適
切
に
行

い
た
い
。

【
髙
橋
徳
樹
委
員
】

Ｑ
路
線
バ
ス
の
運
行
対
策
事

業
で
、
地
域
公
共
交
通
活
性

化
協
議
会
負
担
金
が
１
０
０

万
円
計
上
さ
れ
て
い
る
が
、

中
身
を
教
え
て
ほ
し
い
。

Ａ
法
令
で
定
め
ら
れ
た
運
営

経
費
を
負
担
。
路
線
図
を
毎

戸
に
配
る
な
ど
の
事
業
に
充

当
し
た
。

Ｑ
Ｇ
Ｉ
Ｓ
構
築
事
業
は
大
い

に
期
待
し
て
い
る
。
地
理
情

報
シ
ス
テ
ム
等
に
つ
き
、
５

年
度
以
降
の
方
向
性
を
聞
き

た
い
。

Ａ
行
政
内
部
で
使
え
る
地
図

シ
ス
テ
ム
、
住
民
が
閲
覧
で

き
る
も
の
も
含
め
て
、
構
築

事
業
と
し
て
取
り
組
ん
だ
。

土
砂
災
害
警
戒
区
域
等
の

マ
ッ
プ
上
で
表
示
、
避
難
所

の
一
覧
、
消
防
水
利
、
カ
ー

ブ
ミ
ラ
ー
、
観
光
地
の
マ
ッ

プ
、
公
園
、
指
定
文
化
財
、
さ

ら
に
は
公
共
交
通
の
バ
ス
路

線
図
が
主
な
も
の
。
行
政
内

部
で
必
要
な
も
の
と
し
て
、

４
年
度
は
構
築
に
取
り
組
ん

だ
。
今
年
度
以
降
は
、
維
持

費
が
発
生
す
る
。
効
率
的
で

有
効
的
な
地
図
情
報
を
模
索

し
な
が
ら
拡
大
し
た
い
。

【
渡
一
美
委
員
】

Ｑ
吾
妻
渓
谷
活
性
化
対
策
事

業
「
ア
ガ
ッ
タ
ン
」
に
つ
い

て
、
予
約
シ
ス
テ
ム
の
契
約

内
容
は
。

Ａ
約
56
万
円
で
、
町
に
入
札

等
指
名
参
加
願
の
届
出
の
あ

る
事
業
者
に
契
約
し
て
い
る
。

月
額
で
５
万
５
０
０
０
円
の

12
カ
月
。
実
際
に
は
運
行
月

に
な
る
の
で
10
カ
月
。
運
行

し
て
い
な
い
期
間
に
つ
い
て

も
、
６
９
３
０
円
が
シ
ス
テ

ム
維
持
経
費
と
し
て
か
か

る
。

Ｑ
草
津
な
ど
の
周
辺
観
光

地
を
検
索
し
た
時
に
ア

ガ
ッ
タ
ン
が
出
て
こ
な
い

の
で
予
約
サ
イ
ト
に
登
録

す
る
な
ど
の
試
み
や
、
営
業

日
数
を
増
や
す
工
夫
で
黒

字
化
も
見
込
ま
れ
る
の
で

は
。

Ａ
令
和
４
年
度
か
ら
は
週

１
日
増
や
し
て
運
行
し
て

き
た
の
で
、
今
後
も
運
行
日

数
を
増
や
す
検
討
を
し
て

い
き
た
い
。
昨
年
度
と
比
較

し
て
利
用
料
収
入
が
増
加

し
て
い
る
の
で
、
さ
ら
に
収

益
が
伸
び
る
よ
う
に
検
討

し
て
い
き
た
い
。

あづま温泉桔梗館

路線バス（原町駅北口ロータリーバス停）

アガッタンの受付窓口

総務費

衛
生
費

マ
イ
ロ
ッ
ク
タ
ウ
ン
事
業
の

                                    

業
務
内
容
は犬・猫避妊手術等

補助金の拡充を

新規就農者への支援は

商工費

キ
ャ
ン
プ
場
の

　
　
　
　

運
営
は
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【
髙
橋
徳
樹
委
員
】

Q
平
成
30
年
に
町
が
い
ち
早

く
学
校
給
食
無
償
化
に
踏
み

切
っ
た
こ
と
は
素
晴
ら
し
い
。

現
在
、
経
費
増
の
中
で
の
給

食
提
供
に
お
け
る
所
感
や
問

題
点
は
。
ま
た
、
あ
り
方
政

策
な
ど
あ
れ
ば
教
え
て
い
た

だ
き
た
い
。

Ａ
令
和
４
年
度
は
材
料
費
６

２
８
０
万
円
、
約
２
３
０
日

分
で
21
万
食
を
提
供
し
て
い

る
。
確
か
に
物
価
高
騰
な
ど

で
大
変
な
中
で
は
あ
る
が
、

令
和
５
年
度
も
同
様
に
行
っ

て
い
き
た
い
。

　

ま
た
、
給
食
セ
ン
タ
ー
あ

り
方
検
討
委
員
会
で
は
22
人

の
委
員
か
ら
様
々
な
意
見
が

出
さ
れ
て
い
る
。
委
員
会
の

中
で
方
向
性
が
明
確
に
な
っ

て
き
て
お
り
、
年
内
に
町
長

へ
答
申
す
る
予
定
で
い
る
。

【
増
子
京
子
委
員
】

Q
小
中
学
校
の
図
書
室
の
図

書
代
は
決
算
書
で
は
ど
こ
に

含
ま
れ
る
か
。
パ
ソ
コ
ン
や

ス
マ
ホ
の
普
及
で
子
ど
も
達

の
本
離
れ
が
進
ん
で
い
る
よ

う
だ
が
、
図
書
推
進
の
た
め

に
も
古
い
情
報
の
本
か
ら
新

し
い
情
報
の
本
に
し
て
い
く

な
ど
図
書
室
の
本
の
入
れ
替

え
を
積
極
的
に
行
な
っ
て
い

た
だ
き
た
い
。

Ａ
小
中
学
校
に
お
け
る
図
書

室
の
図
書
代
は
教
育
振
興
費

の
備
品
購
入
の
中
に
含
ま
れ

て
い
る
。
子
ど
も
達
が
学
校

図
書
を
進
ん
で
活
用
で
き
る

よ
う
し
っ
か
り
取
り
組
ん
で

い
き
た
い
。

【
竹
渕
博
行
委
員
】

Ｑ
森
林
環
境
譲
与
税
の
森
か

ら
の
贈
り
物
事
業
に
つ
い
て
、

２
年
前
に
も
町
内
の
木
材
を

使
う
べ
き
と
意
見
し
た
が
進

捗
状
況
は
。

Ａ
当
時
町
の
産
材
を
使
っ
て

い
る
と
こ
ろ
が
な
か
っ
た
。

し
か
し
、
２
年
ほ
ど
経
過
し

て
、
町
内
の
杉
の
間
伐
材
を

使
用
し
た
木
製
パ
ズ
ル
等
を

作
れ
る
と
こ
ろ
が
出
て
き
て

い
る
。

【
井
上
日
出
来
委
員
】

Ｑ
災
害
救
助
費
の
積
立
金
の

状
況
は
。

Ａ
令
和
４
年
度
中
に
１
万
17

円
を
積
み
立
て
、
年
度
末
残

高
が
88
万
３
１
５
９
円
と

な
っ
て
い
る
。

Ｑ
台
風
19
号
の
時
に
キ
ャ
ッ

シ
ュ
・
フ
ロ
ー
は
ど
う
だ
っ

た
の
か
。

Ａ
最
小
限
の
予
算
措
置
を

取
っ
て
い
る
。
実
際
、
災
害

が
発
生
し
た
場
合
に
は
、
こ

れ
ら
の
災
害
復
旧
費
を
予
算

補
正
を
行
っ
て
対
応
し
て
い

る
。

Ｑ
台
風
19
号
の
経
験
を
踏
ま

え
て
、
多
少
積
立
て
し
て
お

く
べ
き
で
は
。

Ａ
そ
れ
ぞ
れ
の
災
害
を
見
て

予
算
措
置
を
行
い
、
町
の
持

ち
出
し
が
少
な
い
よ
う
対
応

す
る
。

【
髙
橋
徳
樹
委
員
】

Ｑ
公
用
車
の
台
数
の
削
減
の

検
討
を
し
て
い
る
の
か
。

Ａ
役
場
各
課
で
保
有
し
て
い

る
公
用
車
は
合
計
で
１
１
３

台
。
な
る
べ
く
リ
ー
ス
契
約

等
を
行
い
、
町
で
車
を
所
有

し
な
い
よ
う
進
め
て
い
る
。

Ｑ
消
耗
品
な
ど
、
経
費
削
減

の
取
り
組
み
に
つ
い
て
伺
う
。

Ａ
消
耗
品
は
一
括
購
入
し
、

ひ
と
部
屋
に
ま
と
め
て
管
理

を
し
て
い
る
。
無
駄
が
出
な

い
よ
う
に
努
め
て
い
く
。

【
小
林
光
一
委
員
】 

Ｑ
Ａ
Ｅ
Ｄ
リ
ー
ス
も
消
耗
品

と
同
様
に
共
通
の
物
は
各
担

当
に
任
せ
ず
、
全
体
で
一
括

し
、
少
し
で
も
経
費
の
節
約

に
努
め
て
い
た 

だ
き
た
い
。

Ａ 

複
数
の
課
に
ま
た
が
っ

た
場
合
、
一
番
大
き
く
関
わ

る
と
こ
ろ
が
中
心
に
な
っ
て

見
積
り
や
契
約
な
ど
を
行
う

場
合
が
あ
り
、
今
後
は
で
き

る
と
こ
ろ
か
ら
検
討
す
る
。
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【
髙
橋
徳
樹
委
員
】

Ｑ
空
家
対
策
事
業
に
あ
る
計

画
策
定
業
務
委
託
料
の
中
身

は
何
か
説
明
願
い
た
い
。

Ａ
委
託
内
容
は
空
き
家
の
外

観
、
実
際
に
住
ん
で
い
る
か

の
確
認
。
実
態
と
し
て
は
空

き
家
と
認
定
で
き
る
も
の
が

７
２
３
戸
確
認
で
き
た
。

Ｑ
空
家
委
託
業
務
は
、
職
員

の
関
わ
り
方
が
少
な
い
の
で

は
。
今
後
空
き
家
バ
ン
ク
制

度
等
を
進
め
て
い
く
上
で
、

担
当
職
員
等
に
情
報
、
ノ
ウ

ハ
ウ
が
残
る
形
が
望
ま
し
い

と
考
え
て
い
る
が
。

Ａ
委
託
業
務
は
今
後
の
対
策

計
画
の
た
め
の
基
礎
資
料
調

査
で
あ
る
。
今
後
、
具
体
策

と
し
て
空
き
家
バ
ン
ク
制
度

整
備
や
空
家
除
却
補
助
事
業

も
用
意
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
、

そ
れ
ら
が
計
画
に
反
映
さ
れ

実
行
予
算
に
結
び
つ
け
ら
れ

て
い
く
。

Ｑ
空
家
除
却
補
助
金
事
業
の

対
象
者
は
町
外
住
民
も
対
象

に
な
る
の
か
。

Ａ
５
年
間
以
上
空
き
家
と
し

て
管
理
し
、
建
物
の
所
在
が

当
町
内
で
あ
れ
ば
、
管
理
し

て
い
る
人
が
町
外
で
あ
っ
て

も
対
象
者
に
な
る
。
補
助
金

は
税
の
滞
納
が
な
い
こ
と
な

ど
調
査
し
現
地
確
認
を
し
て

い
る
。

Ｑ
空
き
家
除
却
後
の
空
き
地

活
用
も
今
後
重
要
で
あ
る
。

当
該
事
業
の
町
内
、
町
外
の

対
象
者
の
割
合
は
。

Ａ
家
族
世
帯
で
親
が
住
ん
で

い
た
が
、
所
有
権
が
町
外
に

出
た
子
ど
も
に
移
っ
た
と
い

う
状
況
も
考
え
ら
れ
る
。
全

体
実
績
の
う
ち
、
２
割
ぐ
ら

い
の
方
が
町
外
で
ほ
と
ん
ど

が
町
内
住
民
と
い
う
割
合
で

あ
る
。

【
井
上
日
出
来
委
員
】

Ｑ
群
馬
原
町
駅
南
側
地
区
ま

ち
づ
く
り
計
画
策
定
業
務
で
、

こ
こ
に
「
事
故
」
と
書
か
れ

て
い
る
が
説
明
を
願
い
た
い
。

Ａ
今
回
は
コ
ロ
ナ
禍
の
中
で

計
画
策
定
し
実
施
し
た
が
、

意
見
交
流
会
等
開
催
が
難
し

い
こ
と
か
ら
1
年
間
繰
越
明

許
の
後
、
事
故
繰
越
と
な
っ

た
。

Ｑ
国
土
強
靭
化
地
域
計
画
の

更
新
に
つ
い
て
説
明
願
い
た

い
。

Ａ
令
和
３
年
度
に
新
し
く
策

定
さ
れ
た
地
域
計
画
は
次
年

度
以
降
、
状
況
に
応
じ
て
修

正
が
必
要
で
あ
る
。
令
和
4

年
度
は
国
の
補
助
金
要
綱
の

変
更
、
ま
た
地
域
防
災
計
画

と
の
整
合
性
を
保
つ
た
め
の

修
正
作
業
が
あ
り
、
48
万
円

分
の
業
務
委
託
を
実
施
し
た
。

【
樹
下
啓
示
委
員
】

Ｑ
消
防
小
型
ポ
ン
プ
式
積
載

車
で
１
６
２
８
万
円
。
最
近
、

消
防
車
は
か
な
り
高
額
と

な
っ
て
お
り
、
今
後
は
消
防

( 注 ) カッコ内の数値は早期健全化基準であり、町はその基準を下回り、財政
は健全な状態であり、将来負担比率は２年連続大幅に改善されました。
実質公債費比率…借入金 ( 地方債 ) の返済額及びこれに準じる額の大きさを指
標化し、資金繰りの程度を示す指標
将来負担比率…地方公共団体の一般会計等の借入金 ( 地方債 ) や将来支払って
いく可能性のある負担等の現時点での残高を指標化し、将来財政を圧迫する可
能性の度合いを示す指標
＊令和２・３年度決算の実質公債費比率の算定に誤りが判明した旨の説明があ
り、再確認したところ作成された数値は適切との報告がありました。

将来負担比率引き続き大幅に改善
(単位％)

令和２年度 令和３年度 令和４年度

実質公債費比率
11.3
(25.0)

11.3
(25.0)

11.2
(25.0)

将 来 負 担 比 率
44.4
(350.0)

27.2
(350.0)

19.7
(350.0)

町で所有している公用車

　予算決算特別委員会で
は活発な質疑が行われ、
令和４年度一般会計歳
入歳出決算は、 全会一
致で認定すべきものと決
しました。

団
と
し
て
十
分
活
動
で
き
る

装
備
で
、
過
度
な
装
備
は
で

き
る
だ
け
避
け
て
い
く
方
向

で
進
め
て
い
た
だ
き
た
い
。

Ａ
10
年
前
、
20
年
前
に
比
べ

て
高
額
な
金
額
に
な
っ
て
き

て
い
る
。
例
年
、
消
防
団
備

品
購
入
、
車
両
購
入
は
、
消

防
団
役
員
、
本
団
役
員
、
地

元
分
団
役
員
で
ど
ん
な
装
備

が
必
要
か
精
査
し
、
仕
様
を

策
定
し
て
契
約
し
て
い
る
。

今
後
も
必
要
最
小
限
の
装
備

を
備
え
て
消
防
活
動
に
悪
影

響
が
出
な
い
よ
う
精
査
し
て

い
き
た
い
。

消防小型ポンプ式積載車

原町小学校図書室

空き家・空き地
の活用を

土
木
費
・
消
防
費給食センターのあり方は

教
育
費

森林環境譲与税
の使い道は

そ
の
他

予算決算特別委員会～決算を未来につなぐ予算決算特別委員会～決算を未来につなぐ



特
別
会
計

・
企
業
会
計
決
算

　

７
議
案
も
認
定

　

国
民
健
康
保
険

【
事
業
勘
定
】　

　

歳
入
総
額
16
億
４
４
７

８
万
円
、
歳
出
総
額
は
16
億

４
４
４
５
万
円
で
、
実
質
収

支
額
は
33
万
円
で
、
国
民
健

康
保
険
基
金
は
８
９
２
５

万
円
で
し
た
。
人
口
減
少
時

代
に
あ
る
中
で
、
被
保
険
者

数
も
減
少
傾
向
が
続
い
て

い
る
状
況
で
す
。

【
施
設
勘
定
】　

　

歳
入
総
額
７
１
３
１
万

円
、
歳
出
総
額
６
１
８
６
万

円
。
実
質
収
支
額
は
９
４
５

万
円
と
な
り
ま
し
た
。
診
療

収
入
は
４
２
９
１
万
円
で

し
た
。

　

今
後
予
想
さ
れ
る
受
診

者
数
の
減
少
と
い
う
中
で
、

診
療
体
制
の
さ
ら
な
る
充

実
を
構
築
す
る
こ
と
が
必

要
で
す
。

　

後
期
高
齢
者
医
療

　

歳
入
総
額
２
億
２
０
４

６
万
円
、
歳
出
総
額
２
億
２

０
３
９
万
円
で
、
実
質
収
支

額
は
７
万
円
と
な
り
ま
し

た
。
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監
査
委
員
か
ら
の
報
告

　
令
和
４
年
度
決
算
審
査
を

行
っ
た
結
果
、
計
数
は
正
確

で
、
予
算
の
執
行
・
会
計
経

理
事
務
･
財
産
に
関
す
る
事

務
は
適
切
に
処
理
さ
れ
て
い

る
。
し
か
し
、
次
に
挙
げ
る

事
項
は
、
検
討
の
上
、
早
急

に
善
処
さ
れ
る
よ
う
要
望
す

る
。

１
．
電
気
料
金
高
騰
対
策

　
電
気
料
金
高
騰
で
令
和
３

年
度
比
1.4
倍
増
と
な
っ
た
。

本
庁
舎
で
は
デ
マ
ン
ド
監
視

に
よ
る
ピ
ー
ク
カ
ッ
ト
の
シ
ス

テ
ム
導
入
等
使
用
料
抑
制
の

努
力
は
評
価
で
き
る
。
学
校

等
各
施
設
へ
の
導
入
等
さ
ら

な
る
努
力
を
求
め
る
。

２
．
業
務
の
外
部
委
託

　

様
々
な
業
務
委
託
が
行
わ

れ
て
い
る
が
、
安
易
な
継
続

や
慣
例
に
と
ら
わ
れ
る
こ
と

な
く
行
政
事
務
の
質
の
向
上

を
図
ら
れ
た
い
。

３
．
林
業
振
興
事
業　

　

一
部
伐
採
さ
れ
た
大
木
が

道
路
沿
い
に
山
積
み
さ
れ
た

状
況
が
見
受
け
ら
れ
た
。
販

売
収
入
の
可
能
性
等
資
源
の

有
効
活
用
に
努
め
る
よ
う
要

望
す
る
。

４
．
町
有
施
設
の
活
用

　
旧
東
村
ふ
れ
あ
い
の
家
は
ロ

ケ
ー
シ
ョ
ン
も
よ
く
施
設
の

ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
が
高
い
が
、
約

20
年
以
上
手
入
れ
が
さ
れ
て

お
ら
ず
、
榛
名
湖
畔
周
囲
の

景
観
を
損
ね
る
存
在
に
な
っ

て
い
る
。
所
有
者
と
し
て
環

境
･
景
観
に
配
慮
し
、
今
後

の
方
向
性
の
論
議
を
進
め
ら

れ
た
い
。

５
．
そ
の
他

①
活
動
補
助
金
、
奨
励
金
に

つ
い
て
は
、
適
正
な
運
用
を

図
る
た
め
客
観
的
な
根
拠
を

も
っ
て
取
り
組
み
、
必
要
に

応
じ
て
要
領
等
の
改
正
や
見

直
し
に
努
め
ら
れ
た
い
。

②
町
有
施
設

･
町
営
キ
ャ
ン
プ
場
の
赤
字

額
は
、
創
意
工
夫
を
こ
ら
し

利
用
客
増
加
に
向
け
た
取
り

組
み
を
期
待
す
る
。

･
奥
田
直
売
所
、
い
わ
び
つ

体
験
農
園
の
そ
れ
ぞ
れ
の
赤

字
は
少
額
で
は
あ
る
が
、
利

用
料
収
入
が
な
く
、
撤
退

か
再
建
か
の
二
択
の
状
況
と

な
っ
て
い
る
。
十
分
な
協
議

の
上
、
困
難
な
状
況
が
い
つ

ま
で
も
継
続
し
な
い
よ
う
要

望
す
る
。

③
繰
越
明
許
費

　

本
来
執
行
の
上
支
出
す
べ

き
業
務
で
一
部
令
和
５
年
度

へ
繰
越
と
な
っ
て
い
る
も
の
が

あ
る
。
単
に
作
業
の
遅
れ
に

よ
る
安
易
な
業
務
の
先
送
り

に
な
ら
な
い
よ
う
注
意
さ
れ

た
い
。

　

令
和
５
年
度
よ
り
「
第
２

次
総
合
計
画
後
期
基
本
計

画
」
に
基
づ
く
各
事
業
が
ス

タ
ー
ト
し
た
。
各
執
行
機
関
、

職
員
、
そ
し
て
町
民
へ
周
知

を
図
り
ま
ち
づ
く
り
に
向
け

尽
力
さ
れ
た
い
。

　

重
点
施
策
と
し
て
取
り
組

む
べ
き
少
子
化
問
題
は
、
単

に
出
生
数
の
減
少
に
と
ど
ま

ら
ず
、
将
来
の
多
岐
に
わ
た

る
分
野
で
の
担
い
手
不
足
と

な
り
、
行
政
サ
ー
ビ
ス
の
劣

化
に
陥
る
こ
と
が
危
惧
さ
れ

る
。
少
子
化
対
策
は
、
国
の

最
重
要
政
策
と
し
て
取
り
組

ま
れ
て
お
り
、
責
任
者
･
調

整
役
を
明
確
化
し
町
の
実
情

に
あ
っ
た
視
点
で
幅
広
く
施

策
を
展
開
さ
れ
て
い
く
こ
と

を
望
む
。

　　
東
吾
妻
町
監
査
委
員　　　

　　　　　　　　　　　
剣
持
伊
佐
男

　　　　　　　　　　　
齋
藤　　
貴
史

会　　計　　名 歳入総額 歳出総額

一 般 会 計 86億5734万円 83億2932万円

国民健康保険特別会計(事業勘定) 16億4478万円 16億4445万円

国民健康保険特別会計(施設勘定) 7131万円 6186万円

後 期 高 齢 者 医 療 特 別 会 計 2億2046万円 2億2039万円

介 護 保 険 特 別 会 計 18億9394万円 17億6112万円

地 域 開 発 事 業 特 別 会 計 7495万円 7244万円

下 水 道 事 業 特 別 会 計 5億5666万円 5億5094万円

簡 易 水 道 特 別 会 計 1億2434万円 1億1544万円

区　　　分 歳入総額 歳出総額

収 益 的 2億 141万円 1億8434万円

資 本 的 7273万円 1億8293万円

令和４年度　水　道　事　業　決　算

※資本的収入額が資本的支出額に不足する額１億1020万円は、当年度分損益勘定留保
資金・減債積立などで補てんしました。

令和４年度　会　計　別　決　算

榛名湖畔の旧東村ふれあいの
家は景観を損なう存在に

　

介
護
保
険

　

歳
入
総
額
18
億
９
３
９
４

万
円
、
歳
出
総
額
17
億
６
１

１
２
万
円
、
実
質
収
支
額
１

億
３
２
８
１
万
円
と
な
り
ま

し
た
。
介
護
保
険
介
護
給
付

費
準
備
基
金
は
１
億
６
７
２

９
万
円
で
す
。
保
険
料
収
納

状
況
は
99
・
２
％
で
し
た
。

　

65
歳
以
上
の
第
１
号
被
保

険
者
は
５
４
２
０
人
、
人
口

比
43
・
28
％
と
な
り
、
少
子

高
齢
化
が
反
映
さ
れ
る
形
と

な
り
ま
し
た
。

　

地
域
開
発
事
業

　

歳
入
総
額
７
４
９
５
万
円
、

歳
出
総
額
７
２
４
４
万
円
、

歳
入
歳
出
差
引
額
は
２
５
１

万
円
で
、
繰
越
明
許
費
繰
越

額
が
１
４
８
万
円
あ
り
、
実

質
収
支
額
は
１
０
２
万
円
と

な
り
ま
し
た
。

　

宅
地
造
成
事
業
で
は
、
大

規
模
盛
土
造
成
地
第
２
次
ス

ク
リ
ー
ニ
ン
グ
調
査
を
実
施

し
ま
し
た
。

　

ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
の
加
入

状
況
は
、
新
規
加
入
者
が
７

件
、
脱
退
が
８
件
で
し
た
。

　

小
水
力
発
電
事
業
で
は
貸

付
収
入
が
１
３
２
０
万
円
で
、

基
金
積
立
が
９
５
９
万
円
で

し
た
。

　

総
務
建
設
常
任
委
員
長
に

対
す
る
質
疑

竹
渕
博
行
議
員　

情
報
通
信

施
設
事
業
は
長
年
の
大
き
な

課
題
で
あ
る
。
具
体
的
な
方

向
性
に
つ
い
て
、
町
か
ら
進

展
の
説
明
が
あ
っ
た
か
確
認

と
、
ど
の
よ
う
な
協
議
が

あ
っ
た
の
か
聞
き
た
い
。

高
橋
弘
委
員
長　

東
地
区
の

ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
事
業
は
地

形
な
ど
の
地
域
条
件
が
厳
し

い
中
で
現
在
に
至
っ
て
い
る
。

将
来
的
に
は
何
ら
か
の
方
法

を
検
討
し
て
い
き
た
い
と
い

う
説
明
が
あ
っ
た
。

　

下
水
道
事
業

　

歳
入
総
額
５
億
５
６
６
６

万
円
、
歳
出
総
額
５
億
５
０

９
４
万
円
と
な
り
、
実
質
収

支
額
５
７
１
万
円
で
し
た
。

　

歳
入
の
使
用
料
等
収
入
未

済
額
は
、
３
７
９
万
円
で
前

年
度
よ
り
増
加
し
て
お
り
、

歳
出
の
施
設
管
理
費
で
は
、

電
気
料
金
が
前
年
度
比
約
1.5

倍
と
な
っ
て
い
ま
し
た
。

　

簡
易
水
道

　

歳
入
総
額
１
億
２
４
３
４

万
円
、
歳
出
総
額
１
億
１
５

４
４
万
円
。
実
質
収
支
額
は

８
８
９
万
円
と
な
り
ま
し
た
。

　

歳
入
の
使
用
料
等
収
入
未

済
額
は
、
２
８
３
万
円
で
前

年
度
よ
り
増
加
し
て
い
ま
し

た
。
歳
出
の
維
持
管
理
費
で

は
、
簡
易
水
道
施
設
計
装
機

器
設
置
工
事
に
３
１
３
５
万

円
な
ど
給
水
設
備
の
維
持
に

大
き
な
負
担
が
か
か
っ
て
お

り
、
給
水
人
口
が
減
少
す
る

中
、
今
後
の
運
営
に
つ
い
て

議
論
し
ま
し
た
。

　
　

　

上
水
道
事
業

　

給
水
戸
数
４
２
２
８
戸
、

対
前
年
度
比
マ
イ
ナ
ス
78
戸
、

配
水
量
総
量
は
、
１
２
７
万

㎥
で
、
対
前
年
度
比
マ
イ
ナ

ス
約
３
万
㎥
で
し
た
。

　

未
処
分
利
益
剰
余
金
は
２

億
７
２
４
９
万
円
で
し
た
。

減
債
積
立
金
１
４
３
９
万
円

を
差
し
引
き
、
処
理
後
残
高

は
２
億
５
８
０
９
万
円
と
な

り
ま
し
た
。

　

委
員
会
で
は
、
今
後
の
料

金
の
値
上
げ
に
つ
い
て
説
明

を
受
け
、
町
と
し
て
は
広
報

な
ど
を
通
じ
て
町
民
に
数
回

に
渡
り
説
明
を
し
て
い
く
と

の
こ
と
で
し
た
。
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一
般
会
計
は
、
歳
入
歳
出

に
そ
れ
ぞ
れ
６
６
８
７
万
円

を
追
加
し
、
総
額
を
そ
れ
ぞ

れ
86
億
１
１
５
９
万
円
と
し

ま
し
た
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
ワ

ク
チ
ン
接
種
事
業
な
ど
の
追

加
他
、
国
庫
補
助
金
の
観
光

再
始
動
事
業
補
助
金
の
採
択

が
な
ら
ず
、
忍
者
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
事
業
委
託
料
な
ど
が
減

額
補
正
と
な
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
簡
易
水
道
特
別
会

計
は
、
維
持
管
理
費
１
５
０

万
円
︵
第
１
号
︶
の
他
に
、平

沢
地
区
の
敷
設
替
え
工
事
の

た
め
の
工
事
請
負
費
４
８
０

０
万
円
︵
第
２
号
︶
の
追
加

議
案
が
提
出
さ
れ
、
可
決
さ

れ
ま
し
た
。

主
な
追
加
事
業

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
ワ
ク

チ
ン
接
種
事
業

　
　
　
　
　
　

８
１
６
万
円

住
宅
用
再
生
可
能
エ
ネ
ル

ギ
ー
シ
ス
テ
ム
設
置
費
補
助

金   　
　

 　
　

５
０
０
万
円

林
地
台
帳
シ
ス
テ
ム
更
新
業

務　
　

    　
　

２
０
０
万
円

道
路
改
良
費
１
５
０
０
万
円

橋
り
ょ
う
維
持
費

　
　

    　
　

３
２
４
０
万
円

社
会
体
育
施
設
管
理
事
業

　
　
　
　
　
　

１
９
４
万
円

工
事
請
負
契
約
の
締
結

　

４
ー
10
号
橋︵
鳶
个
沢
橋
︶

補
修
・
耐
震
補
強
工
事
。

●
契
約
金
額
︙
６
７
１
０
万

円●
契
約
相
手
︙
池
原
工
業
株

式
会
社　

代
表
取
締
役

池
原　

純
︵
原
町
︶

人
権
擁
護
委
員
候
補
者
の
推
薦

　

人
権
擁
護
委
員
の
任
期
満

了
に
伴
う
次
期
候
補
者
に
、

髙
山
義
夫
さ
ん
︵
川
戸
︶
と

剣
持
雅
好
さ
ん
︵
岩
井
︶
の

２
名
を
適
任
と
認
め
ま
し
た
。

東
吾
妻
町
地
域
経
済
牽
引
事

業
の
促
進
に
よ
る
地
域
の
成

長
発
展
の
基
盤
強
化
の
た
め

の
固
定
資
産
税
の
課
税
の
特

例
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例

　

固
定
資
産
税
の
課
税
の
特

例
の
免
除
が
令
和
７
年
３
月

ま
で
延
期
さ
れ
ま
し
た
。

会　　計　　名 補正額 予算総額

一 般 会 計 6687万円 86億1159万円

介 護 保 険 特 別 会 計 1億1628万円 19億9675万円

地 域 開 発 事 業 特 別 会 計 3132万円 3909万円

簡易水道特別会計（第１号） 150万円 1億5819万円

簡易水道特別会計（第２号） 4800万円 2億 619万円

令和５年度　補　正　予　算　一　覧

補

正

予

算

陳
情

趣旨
採択

国に対し、適格請求書等保存方式（インボイ
ス制度）の延期･見直しを求める陳情書

 インボイス制度を考えるフリーランスの会
 代表　阿部　伸

総務建設
常任委員会

陳
情

趣旨
採択

消費税インボイス制度の１０月実施を延期
し、制度の中止を求める陳情書

 吾妻民主商工会　金澤　敏
総務建設

常任委員会

陳
情

趣旨
採択

最低賃金法の改正と中小企業支援の拡充を求
める陳情書

 群馬県労働組合会議　議長　石田　清人
総務建設

常任委員会

今回の陳情

条

例

関

係

契

約

関

係

人

事

案

件

鳶ヶ沢橋（三島）

令和５年度

《 問い合わせ先》
　東吾妻町議会事務局（ 東吾妻町役場３階）
　電話　0279-68-2111（ 内線 2341）

「 中学生議会 ＆　議会報告会 ｉｎ 
東吾妻中学校」 の様子を上映予
定！！　町の未来を考える３年生の
姿をぜひ会場でご覧ください！

初めての試み！！

お父さん、 お母さん

おじいちゃん、 おばあちゃん

みんなで見に来てください

　　議会報告会を開催しますので、 ぜひご参加ください

　　　　日時 ： 令和５年１１月２６日（ 日曜日）

　　　　　　　 　　午前の部 10 時 ～　　午後の部１４時～　【 ２回開催 】

　　　　場所 ： 東吾妻町役場３階　３０１会議室

11 月 22 日東吾妻中学校にて開催予定。 感染症予
防等の理由で中止の場合には上映も中止となります
が、 ご了承ください。

With Cafe

＊午前の部午後の部は、 同じ内容です

議会報告会

給食試食会【 カフェタイム　】
　１２時～１３時半

いわびつ汁 ( 保育所や学校給食の人気メ
ニュー） と懐かしの学校給食のパンを無料配
布。 コーヒーやお茶のサービスもあります。
和やかな雰囲気で議員と懇談しませんか。

（ 限定１００食。 無くなり次第終了となります）

食生活改善推進協議会が作るい
わびつ汁は、 たっぷりの地元野菜
を豆乳ベースで仕上げた優しい味
のスープです。

みなさんの声を聞かせてください

新たな試みとして給食試食会（ カフェタイム） を開催
町の未来を一緒に考えてみせんか
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1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12

佐
藤
　
聡
一

齋
藤
　
貴
史

増
子
　
京
子

渡
　
　
一
美

井
上
日
出
来

高
橋
　
　
弘

髙
橋
　
徳
樹

里
見
　
武
男

小
林
　
光
一

重
野
　
能
之

竹
渕
　
博
行

樹
下
　
啓
示

人権擁護委員候補者の推薦 12 11 0 可 ‐ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 9/5

人権擁護委員候補者の推薦 12 11 0 可 ‐ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 9/5

令和４年度東吾妻町一般会計歳入歳出決算認定 12 11 0 可 ‐ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 9/14

令和４年度東吾妻町国民健康保険特別会計歳入歳出決算認定 12 11 0 可 ‐ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 9/14

令和４年度東吾妻町後期高齢者医療特別会計歳入歳出決算認定 12 11 0 可 ‐ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 9/14

令和４年度東吾妻町介護保険特別会計歳入歳出決算認定 12 11 0 可 ‐ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 9/14

令和４年度東吾妻町地域開発事業特別会計歳入歳出決算認定 12 11 0 可 ‐ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 9/14

令和４年度東吾妻町下水道事業特別会計歳入歳出決算認定 12 11 0 可 ‐ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 9/14

令和４年度東吾妻町簡易水道特別会計歳入歳出決算認定 12 11 0 可 ‐ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 9/14

令和４年度東吾妻町水道事業未処分利益剰余金の処分及び決算認定 12 11 0 可 ‐ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 9/14

東吾妻町地域経済牽引事業の促進による地域の成長発展の基盤強化の
ための固定資産税の課税の特例に関する条例の一部を改正する条例

12 11 0 可 ‐ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 9/14

令和５年度東吾妻町一般会計補正予算（第３号） 12 11 0 可 ‐ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 9/14

令和５年度東吾妻町介護保険特別会計補正予算（第１号） 12 11 0 可 ‐ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 9/14

令和５年度東吾妻町地域開発事業特別会計補正予算（第１号） 12 11 0 可 ‐ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 9/14

令和５年度東吾妻町下水道事業特別会計補正予算（第２号） 12 11 0 可 ‐ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 9/14

令和５年度東吾妻町簡易水道特別会計補正予算（第１号） 12 11 0 可 ‐ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 9/14

令和５年度東吾妻町簡易水道特別会計補正予算（第２号） 12 11 0 可 ‐ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 9/14

工事請負契約の締結 12 11 0 可 ‐ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 9/14

国に対し、適格請求書等保存方式（インボイス制度）の延期･見直し
を求める陳情書　＊委員会の趣旨採択に対し

12 11 0 可 ‐ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 9/14

消費税インボイス制度の１０月実施を延期し、制度の中止を求める陳
情書　＊委員会の趣旨採択に対し

12 11 0 可 ‐ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 9/14

最低賃金法の改正と中小企業支援の拡充を求める陳情書　＊委員会の
趣旨採択に対し

12 11 0 可 ‐ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 9/14

可…可決、否…否決、○…賛成、×…反対、欠…欠席、／…退席　　議長(１番)は採決に加わらないため「‐」で表示

　　　　　　　　　　　　　　　議 員 名
　　議 案 名

出
席
者
数

賛
 
　
成

反
　
　
対

議
決
結
果

議
　
決
　
日

　　第３回　定例会（令和５年９月５日～１４日）

議　案　な　ど　の　審　議　結　果

請
願
・
陳
情
の
し
か
た

◎
請
願
・
陳
情
と
は

　

町
政
に
対
す
る
皆
さ
ん
の

意
見
や
要
望
を
「
請
願
」「
陳

情
」
と
し
て
受
け
付
け
て
い

ま
す
。
東
吾
妻
町
議
会
議
員

の
紹
介
が
あ
る
も
の
を
請
願

と
い
い
、
紹
介
の
な
い
も
の

を
陳
情
と
い
い
ま
す
。

◎
請
願
・
陳
情
の
書
き
方
と

提
出
方
法

・
受
付
締
切
日

　

定
例
会
前
に
開
か
れ
る
議

会
運
営
委
員
会
の
前
日（
土
・

日
・
祝
日
の
場
合
は
、
そ
の

前
日
の
午
後
５
時
15
分
ま

で
）

・
必
要
記
載
事
項

　

請
願
（
陳
情
）
の
表
題
、

請
願
（
陳
情
）
の
趣
旨
、
理

由
、提
出
年
月
日
、請
願
（
陳

情
）
者
の
郵
便
番
号
、
住
所
、

電
話
番
号
、
署
名
（
ま
た
は

記
名
押
印
）

　

な
お
、
請
願
の
場
合
は
、

紹
介
議
員
の
署
名
（
ま
た
は

記
名
押
印
）、
あ
て
先
（
東

吾
妻
町
議
会
議
長
）

・
提
出
先
…
議
会
事
務
局（
議

長
宛
）

・
そ
の
他
…
邦
文
で
記
載
し

て
く
だ
さ
い
。

現在進行形の課題を協議

予
算
決
算
特
別
委
員
会
で
の
質
疑

竹
渕
博
行
委
員
：
令
和
元
年
度
に
設
定
さ
れ
る
べ

き
債
務
負
担
行
為
が
、
令
和
４
年
度
当
初
予
算
で

設
定
さ
れ
て
い
る
。
町
民
に
直
接
迷
惑
が
か
か
っ

た
わ
け
で
も
な
く
、業
者
と
の
ト
ラ
ブ
ル
は
な
か
っ

た
こ
と
は
理
解
で
き
る
が
、
法
令
違
反
で
あ
り
報

告
を
求
め
る
。

議
員
全
員
協
議
会
で
の
回
答

（
こ
の
件
に
つ
い
て
、
後
日
議
員
全
員
協
議
会
で
副

町
長
よ
り
経
過
報
告
が
あ
り
、
本
会
議
で
町
長
・

副
町
長
お
よ
び
関
係
課
長
が
謝
罪
し
ま
し
た
。）　

副
町
長
：
当
初
単
年
度
契
約
と
し
、
令
和
６
年
ま

で
の
覚
書
を
交
わ
し
た
。
令
和
４
年
第
１
回
定
例

会
中
の
文
教
厚
生
常
任
委
員
会
で
謝
罪
と
説
明
を

行
い
、
令
和
４
年
度
一
般
会
計
当
初
予
算
で
債
務

負
担
行
為
の
議
決
を
い
た
だ
き
正
常
な
状
態
に

戻
っ
て
現
在
に
至
っ
て
い
る
。
債
務
負
担
行
為
の

議
決
を
経
な
い
期
間
が
あ
っ
た
こ
と
は
誠
に
申
し

訳
な
く
思
っ
て
い
る
。

　第３回定例会中の議員全員協議会で以下について説明および協議がなされ

ました。

（1） 指定管理者制度の適用施設に係る候補者選定の事務手続き

（２） 高速バス等交通結節点整備の基本構想案およびさかうえ拠点バス

　　   停基本計画案

（３） 吾妻郡一般廃棄物処理施設の現況

（４） 東吾妻町災害廃棄物処理計画

（５） 「ぐんま緑の県民税」 の課税期間延長

（６） 水道事業 ・ 簡易水道事業 ・ 

　　   下水道事業経営戦略 （見直し）

（７） 水道事業の料金改定

（８） 指定管理者による事業報告

        ･ 道の駅

        ･ 桔梗館　

        ･ いわびつ荘

        ･ 福寿草

        ･ 地域活動支援センター

        ･ いわびつ体験農園　　　ほか 　　( 道の駅あがつま峡）



【
問
】
２
０
２
２
年
の
日
本

の
食
料
自
給
率
は
38
％
︵
カ

ロ
リ
ー
ベ
ー
ス
︶
で
、
そ
こ

に
肥
料
・
種
を
加
え
る
と

9.2
％
と
言
わ
れ
低
水
準
だ
。

あ
る
一
例
と
し
て
、
Ｊ
Ｒ
東

日
本
、中
部
電
力
等
が
山
形
・

長
野
両
県
、
Ｊ
Ａ
、
自
治
体

と
協
力
し
、
同
社
員
が
副
業

な
ど
で
農
作
業
に
従
事
す
る

取
り
組
み
を
始
め
た
。
呼
び

か
け
る
社
員
は
数
万
人
規
模

だ
。
当
町
も
農
業
従
事
者
・

Ｊ
Ａ
等
各
機
関
と
連
携
し
、

地
域
農
業
を
守
り
発
展
さ
せ

て
い
く
べ
き
と
考
え
る
が
。

【
町
長
】
ま
ず
町
で
は
農
業

振
興
を
図
る
た
め
、
新
規
就

農
者
の
研
修
お
よ
び
農
地
確

保
、
住
宅
の
斡
旋
等
を
目
的

に
「
農
業
担
い
手
受
入
協
議

会
」を
今
年
度
中

に
設
立
し
て
い

き
た
い
と
考
え

て
い
る
。
ま
た
、

７
月
よ
り
杉
並

区
で
月
１
回
東

吾
妻
町
の
新
鮮

野
菜
や
木
工
品

を
販
売
し
て
い

る
。
日
頃
か
ら
、

農
業
に
従
事
す

る
方
々
に
は
さ

ま
ざ
ま
な
方
策

を
考
え
な
が
ら

農
業
に
勤
し
ん

で
い
た
だ
い
て

い
る
。今
後
も
Ｊ

Ａ
、県
農
業
事
務

所
等
と
連
携
し

て
町
の
農
業
を

さ
ら
に
良
い
も
の
に
す
る
た

め
取
り
組
む
。

高
齢
者
・
障
が
い
者
福
祉
に

つ
い
て

【
問
】
社
会
状
況
の
変
化
に

よ
っ
て
、
福
祉
の
あ
り
方
が

今
後
さ
ら
に
問
わ
れ
て
い
く
。

現
在
多
く
の
各
関
係
機
関
職

員
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
方
々

に
よ
っ
て
、
町
の
高
齢
者
・

障
が
い
者
福
祉
は
守
ら
れ
て

い
る
。
当
町
の
現
状
と
課
題

は
何
か
。

【
町
長
】
高
齢
者
福
祉
に
つ

い
て
は
、
一
人
暮
ら
し
高
齢

者
世
帯
の
増
加
が
顕
著
と

な
っ
て
お
り
、
老
老
介
護
や

生
活
困
窮
、
孤
独
な
ど
が
課

題
だ
。
町
で
は
、
多
く
の
方

に
協
力
い
た
だ
き
「
生
活
支

援
サ
ー
ビ
ス
体
制
整
備
協
議

体
」
を
組
織
し
支
え
合
い
の

地
域
づ
く
り
を
進
め
て
い
る
。

障
が
い
者
福
祉
に
つ
い
て
は
、

障
が
い
者
入
所
施
設
と
地
域

活
動
支
援
セ
ン
タ
ー
、
就
労

系
サ
ー
ビ
ス
、
通
所
支
援
等

が
整
備
さ
れ
て
き
て
い
る
が
、

障
が
い
者
の
方
が
悩
み
を
抱

え
て
い
る
現
状
が
あ
る
と
も

伺
っ
て
い
る
。
こ
れ
か
ら
も
、

き
め
細
や
か
な
支
援
に
努
め

て
い
く
。
ま
た
今
後
も
地
域

福
祉
の
担
い
手
で
あ
る
社
会

福
祉
協
議
会
と
も
連
携
す
る

中
で
、
す
べ
て
の
人
々
が
安

心
し
て
地
域
で
暮
ら
し
続
け

ら
れ
る
町
づ
く
り
を
目
指
し

て
い
く
。

東吾妻町議会だより　令和５年１１月１日　７１号　 １４１５　 東吾妻町議会だより　令和５年１１月１日　７１号

一 　
般 　　 

質 　　　  
問 　　　　   

杉
並
区
役
所
前
で
の
「
吾
妻
の
朝
市
」

し げ の よ し ゆ き　　　　　

 重 野 能 之 議 員

　　　 　　　 
　　　　  　　　　  Ｑ

A

地域農業のさらなる発展を

今後も関係機関と連携し取り組んでいく

【
問
】
総
合
計
画
で
「
住
民

と
行
政
の
協
働
」
を
重
点
施

策
に
盛
り
込
ん
で
い
る
が
、

代
表
例
を
見
る
と
、
実
態
は

「
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
と
行
政

の
協
働
」に
感
じ
ら
れ
る
。
計

画
時
の
考
え
方
を
再
確
認
し

た
い
。

【
町
長
】
安
心
し
て
暮
ら
せ

る
地
域
を
維
持
す
る
た
め
、

住
民
と
行
政
が
役
割
を
尊
重

し
、
担
い
合
う
、
協
働
が
必

要
。「
ま
ち
づ
く
り
参
加
条

例
」
を
制
定
し
、
町
政
懇
談

会
や
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト

実
施
な
ど
、
住
民
の
声
を
取

り
入
れ
る
。
ひ
が
し
あ
が
つ

ま
創
生
会
議
に
よ
る
外
部
評

価
、
町
政
に
町
民
が
関
わ
る

機
会
の
拡
充
、
情
報
の
公
開

と
共
有
に
取
り
組
む
。
住
民

セ
ン
タ
ー
の
機
能
拡
充
と
地

域
づ
く
り
団
体
の
活
動
支
援

を
推
進
す
る
。

【
問
】「
住
民
と
行
政
の
協
働
」

の
現
状
へ
の
認
識
は
？

【
町
長
】
町
政
懇
談
会
は
貴

重
な
ご
意
見
を
い
た
だ
い
て

い
る
。
創
生
会
議
も
活
発
な

意
見
交
換
や
事
務
事
業
に
評

価
を
い
た
だ
い
て
い
る
。
条

例
施
行
か
ら
着
実
に
推
進
が

図
ら
れ
て
い
る
が
、
さ
ら
に

進
展
さ
せ
、
拡
充
を
進
め
て

い
く
。

【
問
】「
意
見
を
受
け
止
め
、寄

り
添
う
」
協
働
ま
で
深
化
す

る
こ
と
を
期
待
す
る
。
第
２

次
総
合
計
画
後
期
５
年
が
ス

タ
ー
ト
し
た
。
今
後
の
協
働

に
つ
い
て
の
考
え
は
？

【
町
長
】
住
民
の
福
祉
増
進

を
図
る
こ
と
を
基
本
と
し
て
、

様
々
な
政
策
に
取
り
組
ん
で

い
る
。
政
策
を
実
現
し
、
安

心
し
て
暮
ら
せ
る
住
み
よ
い

地
域
を
作
り
上
げ
る
た
め
、

住
民
と
行
政
の
協
働
は
必
要

不
可
欠
で
あ
る
と
考
え
る
。

【
問
】
町
の
活
気
は
灯
火
が

消
え
か
か
っ
て
い
る
。
そ
の

認
識
の
有
無
、
対
策
の
有
無
。

そ
の
概
要
に
つ
い
て
示
し
て

ほ
し
い
。
多
忙
な
日
々
で
も
、

足
元
に
あ
る
「
住
民
に
向
き

合
っ
て
の
協
働
」
を
第
一
に

お
願
い
し
た
い
。

【
町
長
】
逆
境
を
乗
り
越
え
、

伝
統
を
守
り
続
け
る
活
動
に

は
感
銘
を
受
け
、
深
い
敬
意

を
表
す
る
。
地
域
活
性
化
事

業
補
助
金
、
地
域
美
化
事
業

補
助
金
を
設
け
、
地
域
団
体

が
自
主
的
に
取
り
組
む
活
動

に
支
援
を
展
開
し
て
い
る
。

地
域
の
自
主
的
な
活
動
の
サ

ポ
ー
ト
に
継
続
し
て
取
り
組

む
こ
と
、
み
ん
な
で
創
る
協

働
の
ま
ち
づ
く
り
を
着
実
に

進
め
て
い
く
。

　

こ
の
コ
ー
ナ
ー
で
の
質
疑
応
答

は
編
集
し
て
あ
り
ま
す
。
本
会
議

中
の
正
確
な
や
り
取
り
に
つ
い
て

は
、
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
会
議
録

（
12
月
中
に
掲
載
予
定
）
を
ご
覧

く
だ
さ
い
。

　４議員が町政を問う
　　　　　　　　　　一　般　質　問

町に活気の灯火を

み
ん
な
で
創
る
協
働
の
ま
ち
づ
く

り
を
着
実
に

「
住
民
と
行
政
の
協
働
」
に
つ
い
て

A Ｑ

さ い と う た か し　　　　　

 齋 藤 貴 史 議 員



【
問
】
地
域
活
性
化
を
目
的

に
平
成
20
年
に
開
始
さ
れ
た

ふ
る
さ
と
納
税
。
当
町
に
お

け
る
寄
附
額
、
寄
附
件
数
は

残
念
な
が
ら
と
も
に
県
内
市

町
村
で
は
下
位
に
あ
る
が
、

最
近
の
返
礼
品
動
向
や
実
質

収
支
金
額
状
況
は
ど
う
か
。

【
町
長
】
返
礼
品
登
録
数
は

1
2
4
点
で
申
込
件
数
の

多
い
返
礼
品
は
、
レ
ア
チ
ー

ズ
ケ
ー
キ
や
箱
島
湧
水
の
ミ

ネ
ラ
ル
ウ
オ
ー
タ
ー
。
歳
入

金
額
1
7
4
5
万
７
０
０

０
円
の
寄
附
金
に
対
し
、
返

礼
品
自
体
の
代
金
の
ほ
か
、

返
礼
品
送
付
や
ポ
ー
タ
ル
サ

イ
ト
掲
載
委
託
料
、
決
済
手

数
料
等
の
歳
出
合
計
は

7
5
5
万
9
０
０
０
円
で

実
質
収
支
は
9
8
9
万
８

０
０
０
円
で
あ
る
。

【
問
】
全
国
各
自
治
体
で
は

ふ
る
さ
と
納
税
を
自
主
財
源

増
、
町
の
Ｐ
Ｒ
、
新
た
な
産

業
振
興
に
広
げ
て
い
る
事
例

が
多
い
。
今
後
、
当
町
で
も

寄
附
目
標
額
を
設
定
し
５
ケ

年
程
度
を
想
定
し
た
ふ
る
さ

と
納
税
推
進
に
特
化
し
た
大

胆
な
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム

立
上
げ
、
新
産
業
発
掘
に
つ

な
げ
て
は
ど
う
か
。

【
町
長
】
10
月
か
ら
ふ
る
さ

と
納
税
に
係
る
経
費
積
算
の

厳
格
化
が
総
務
省
よ
り
示
さ

れ
、
今
後
人
件
費
等
も
含
ま

れ
る
。
よ
っ
て
、
大
胆
な
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
立
上
げ
の
専
門

人
材
や
職
員
配
置
増
は
難
し

い
状
況
に
あ
る
が
、
さ
ら
に

返
礼
品
の
登
録
数
を
増
や
す

た
め
、
着
実
に
実
行
し
て
い

く
。

【
問
】
昨
年
よ
り
ア
ン
バ
サ

ダ
ー
制
度
が
開
始
さ
れ
た
。

ふ
る
さ
と
納
税
寄
附
額
増
に

も
活
用
す
べ
き
と
思
う
が
。

【
町
長
】
既
に
数
名
の
方
に

登
録
い
だ
い
て
い
る
。
寄
附

額
増
加
策
と
し
て
は
、
八
ッ

場
ダ
ム
の
放
流
イ
ベ
ン
ト
や

ア
ガ
ッ
タ
ン
の
乗
車
券
、

M
T
B 

ラ
イ
ド
参
加
券
等

体
験
型
の
返
礼
品
が
好
評
な

の
で
、
さ
ら
に
返
礼
品
の
裾

野
を
広
げ
て
、
選
択
肢
を
増

や
し
、
寄
附
額
増
、
関
係
人

口
創
出
に
つ
な
げ
て
い
き
た

い
。

 　高
齢
者
対
策
に
集
落
支
援
員

配
置
を

【
問
】
急
速
な
集
落
人
口
減

と
高
齢
化
支
援
強
化
の
た
め
、

国
の
集
落
支
援
員
制
度
の
運

用
を
検
討
さ
れ
て
は
ど
う
か
。

【
町
長
】 

現
在
、
生

活
支
援
コ
ー
デ
ｲ

ネ
ー
タ
ー
を
町
内

5
地
区
に
配
置
し

高
齢
者
の
見
守
り

支
援
等
活
動
し
て

い
た
だ
い
て
い
る
。

集
落
の
目
配
り
役

と
し
て
の
地
域
巡

回
や
現
状
把
握
等

行
う
同
制
度
は
今

後
、地
域
の
実
情
に

応
じ
て
、各
分
野
で

導
入
の
必
要
性
を

含
め
検
討
す
る
。
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令
和
元
年
の
台
風
19
号
で

町
民
も
防
災
意
識
が
高
ま
っ

た
が
、
そ
の
後
の
コ
ロ
ナ
禍

で
地
域
防
災
の
備
え
は
遅
れ

て
い
る
状
況
で
あ
る
。

【
問
】
台
風
19
号
以
降
、
町

の
地
域
防
災
へ
の
取
り
組
み

状
況
は
ど
う
か
。

【
町
長
】
今
年
度
は
古
谷
地

区
に
て
「
自
主
避
難
計
画
」

を
作
成
し
て
い
る
。
今
後
も

災
害
発
生
の
恐
れ
が
あ
る
地

域
を
優
先
し
て
進
め
た
い
。

【
問
】
新
た
に
全
戸
配
布
さ

れ
た
「
防
災
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ

プ
」
を
活
用
す
る
た
め
、
各

地
区
で
防
災
講
習
会
な
ど
開

催
す
べ
き
で
は
。

【
町
長
】
こ
れ
ま
で
「
高
齢

者
サ
ロ
ン
」「
民
生
委
員
研
修

会
」
な
ど
で
活
用
し
て
き
た
。

10
月
に「
寿
大
学
」で
ハ
ザ
ー

ド
マ
ッ
プ
の
講
習
会
を
開
催
。

そ
の
後
も
地
域
に
出
向
い
て

説
明
を
行
っ
て
い
き
た
い
。

災
害
時
の
財
政
面
の
備
え
を

【
問
】
被
災
経
験
の
あ
る
自

治
体
で
は
財
政
面

の
災
害
想
定
プ
ラ

ン
や
財
政
ス
キ
ー

ム
が
準
備
さ
れ
て

い
る
。
当
町
で
も
必

要
で
は
な
い
か
。

【
町
長
】
国
の
「
災

害
救
助
法
」
の
支
援

が
届
か
な
い
面
も

あ
り
、
そ
の
点
も
踏

ま
え
て
災
害
時
財

政
ス
キ
ー
ム
を
検

討
し
た
い
。

【
問
】「
罹
災
救
助
資

金
積
立
金
」
の
現
在

高
が
約
88
万
円
で

は
心
も
と
な
い
の

で
は
な
い
か
。
積
立
目
的
も

災
害
対
応
全
般
に
拡
大
し
、

過
去
の
災
害
を
想
定
し
て
増

額
し
て
お
く
べ
き
で
は
。

【
町
長
】
確
か
に
現
在
は
少

額
で
あ
る
の
で
増
額
と
積
立

金
利
用
範
囲
の
拡
大
を
併
せ

て
検
討
し
た
い
。

防
災
Ｄ
Ｘ
の
ス
ス
メ

 【
問
】
昨
年
、
町
に
導
入
さ

れ
た
統
合
型
Ｇ
Ｉ
Ｓ
︵
地
理

情
報
シ
ス
テ
ム
︶
は
災
害
時

に
お
い
て
も
力
強
い
武
器
と

な
る
。
町
内
の
災
害
時
要
援

護
者
を
登
録
し
て
お
き
、
万

一
の
災
害
時
に
町
を
は
じ
め

と
す
る
関
係
機
関
で
情
報
共

有
が
で
き
る
体
制
を
整
備
し

て
は
ど
う
か
。

【
町
長
】
個
人
情
報
の
取
り

扱
い
と
い
う
側
面
も
あ
る
が

災
害
時
に
は
こ
の
よ
う
な
シ

ス
テ
ム
を
有
効
に
活
用
で
き

る
よ
う
検
討
す
る
。　
　
　

 

町
主
導
で
防
災
士
の
育
成
を

 【
問
】
当
町
か
ら
防
災
士
研

修
会
へ
の
参
加
は
毎
年
３
名

程
度
と
少
数
で
あ
る
。
町
で

研
修
会
を
主
催
し
た
り
、
研

修
費
用
の
補
助
を
行
っ
て
は

ど
う
か
。　
　
　

【
町
長
】
昨
年
、
消
防
団
幹

部
２
名
と
町
職
員
１
名
が
資

格
取
得
し
、
今
年
も
同
数
の

予
定
。
今
後
は
養
成
講
座
の

実
施
や
費
用
助
成
も
検
討
し

た
い
。

 　一
 　　 般
 　　　  質
 　　　　   問

地
域
の
「
自
主
避
難
計
画
」
作
成
や
避
難

訓
練
を
進
め
た
い

コ
ロ
ナ
後
の
地
域
防
災
へ
の
取
り
組
み
は

A Ｑ

い の う え ひ で き　　　　　

 井 上 日 出 来 議 員

一 　
般 　　 

質 　　　  
問 　　　　   

た か は し の り き　　　　　

 髙 橋 徳 樹 議 員

　　　 　　　 
　　　　  　　　　  Ｑ

A

ふるさと納税推進で新産業の発掘を

新返礼品の開拓を着実に実行したい

に
ぎ
わ
う
八
ツ
場
ダ
ム
の
イ
ベ
ン
ト

台
風
19
号
の
被
害
を
受
け
た
町
道

本
宿
・
萩
生
線
（
当
時
）



　

第
２
回
定
例
会
以
降
の

閉
会
中
の
７
月
10
日
自
転

車
型
ト
ロ
ッ
コ
の
運
行
状

況
と
周
辺
施
設
の
視
察
を

行
い
ま
し
た
。

　

ア
ガ
ッ
タ
ン
の
運
行
に

つ
い
て
は
、
経
営
改
善
等
を

行
い
、
前
年
度
よ
り
利
用
人

数
、
収
入
と
も
増
加
し
て
い

ま
し
た
。

　

八
ツ
場
発
電
所
の
年
間

発
電
電
力
量
は
、
一
般
家
庭

約
１
万
２
０
０
０
世
帯
分

の
消
費
電
力
に
相
当
す
る

と
の
説
明
を
受
け
ま
し
た
。

　

道
の
駅
公
園
施
設
は
、
緊

急
時
の
ヘ
リ
ポ
ー
ト
の
発

着
場
所
に
指
定
さ
れ
て
い

る
た
め
、
イ
ベ
ン
ト
が
限
ら

れ
て
い
る
状
況
下
に
あ
り

ま
し
た
。

　

定
例
会
中
の
委
員
会
で

は
、
現
在
議
会
で
取
り
組
ん

で
い
る
タ
ブ
レ
ッ
ト
の
活

用
、
ペ
ー
パ
ー
レ
ス
化
に
つ

い
て
執
行
部
と
意
見
交
換

を
行
い
ま
し
た
。
陳
情
１
件
、

継
続
審
査
２
件
に
つ
い
て

審
査
を
行
い
ま
し
た
。
水
道

料
金
の
見
直
し
な
ど
に
つ

い
て
も
意
見
が
出
さ
れ
ま

し
た
。　

　

今
回
の
委
員
会
は
、
付
託

さ
れ
た
令
和
４
年
度
東
吾

妻
町
介
護
保
険
特
別
会
計

歳
入
歳
出
決
算
認
定
を
は

じ
め
と
し
た
認
定
第
２
号

か
ら
４
号
の
審
査
を
中
心

に
行
わ
れ
ま
し
た
。
付
託
議

案
に
つ
い
て
は
、
慎
重
審
査

の
結
果
す
べ
て
認
定
す
べ

き
も
の
と
決
し
ま
し
た
。

　

そ
の
他
、
委
員
か
ら
は
、

①
医
療
費
抑
制
の
観
点
か

ら
も
、
健
康
寿
命
を
延
ば
す

さ
ら
な
る
取
り
組
み
の
充

実
︵
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
の
奨
励

な
ど
︶

②
上
信
自
動
車
道
建
設
工

事
に
お
け
る
児
童
生
徒
の

通
学
路
の
安
全
確
保
策
と

し
て
工
事
施
工
業
者
と
学

校
側
の
情
報
共
有
化

③
給
食
セ
ン
タ
ー
の
今
後

の
あ
り
方

④
奨
学
金
、
入
学
準
備
金
の

柔
軟
な
運
用

⑤
教
職
員
の
過
度
な
長
時

間
勤
務
が
な
い
よ
う
に
勤

務
実
態
の
把
握
を
求
め
る

な
ど
の
意
見
・
質
疑
が
あ
り

ま
し
た
。
町
か
ら
は
、
各
意

見
・
提
案
の
対
応
に
関
し
、

前
向
き
な
答
弁
を
い
た
だ

き
ま
し
た
。

　

6
月
の
第
２
回
定
例
会

で
議
長
を
除
く
議
員
全
員

が
メ
ン
バ
ー
と
な
り
、
予
算

決
算
特
別
委
員
会
が
設
置

さ
れ
ま
し
た
。

　

9
月
の
定
例
会
の
決
算

審
査
認
定
の
前
に
他
の
自

治
体
の
状
況
を
把
握
す
る

た
め
に
、
８
月
７
日
に
嬬
恋

村
議
会
へ
視
察
研
修
を
実

施
し
ま
し
た
。
午
前
中
の
視

察
研
修
で
し
た
が
有
意
義

な
研
修
で
し
た
。

　

内
容
に
つ
い
て
は
予
算

の
議
決
に
基
づ
く
財
務
処

理
の
全
体
を
通
じ
て
、
そ
の

執
行
が
適
正
、
公
平
か
つ
能

　
　

視
察
し
た
八
ツ
場
ダ
ム

１９　 東吾妻町議会だより　令和５年１１月１日　７１号 東吾妻町議会だより　令和５年１１月１日　７１号　 １８

率
的
、
合
理
的
に
行
わ
れ
た

か
否
か
を
審
査
す
る
委
員

会
と
し
て
の
役
割
を
再
確

認
し
ま
し
た
。

　

第
３
回
定
例
会
中
の
予

算
決
算
特
別
委
員
会
で
は

当
委
員
会
に
付
託
さ
れ
ま

し
た
令
和
４
年
度
東
吾
妻

町
一
般
会
計
歳
入
歳
出
決

算
認
定
の
審
査
を
行
い
、
全

会
一
致
で
原
案
通
り
認
定

す
べ
き
も
の
と
決
し
ま
し

た
。
な
お
、
質
疑
応
答
に
つ

い
て
は
、
本
号
︵
４
～
７

ペ
ー
ジ
︶
に
記
載
し
て
あ
り

ま
す
。

　

当
委
員
会
で
は
、
定
例
会

中
の
審
議
内
容
や
一
般
質

問
、
陳
情
等
お
よ
び
閉
会
中

の
各
委
員
会
の
活
動
報
告

を
主
に
編
集
し
て
、
年
４
回

発
行
し
て
お
り
ま
す
。

　

８
月
に
編
集
要
領
の
一

部
変
更
と
追
加
項
目
の
打

ち
合
わ
せ
を
行
い
、
追
加
項

目
で
は
、

①
本
会
議
で
の
質
疑
の
他
、

議
員
全
員
協
議
会
や
6
月

に
発
足
し
た
予
算
決
算
特

別
委
員
会
の
説
明
や
質
疑

内
容
を
議
会
だ
よ
り
に
掲

載
す
る
。

②
本
会
議
お
よ
び
予
算
決

算
特
別
委
員
会
の
質
疑
は

議
員
名
を
掲
載
す
る
。

　

こ
の
２
点
を
追
加
し
ま

し
た
。
こ
の
こ
と
に
よ
り
行

政
の
直
近
の
課
題
が
確
認

で
き
る
他
、
議
員
個
人
の
意

見
や
質
疑
内
容
が
議
会
だ

よ
り
に
掲
載
さ
れ
ま
す
。

　

今
後
も
わ
か
り
や
す
く
、

読
み
や
す
い
議
会
だ
よ
り

を
目
指
し
て
い
き
た
い
と

思
い
ま
す
。

　

令
和
５
年
度
高
校
生
議

会
、
中
学
生
議
会
に
つ
い
て

委
員
会
で
協
議
し
、
今
年
度

は
高
校
生
議
会
は
見
合
わ

せ
と
し
、
中
学
生
議
会
は
、

11
月
22
日
に
議
員
全
員
で

中
学
校
に
出
向
い
て
開
催

す
る
こ
と
に
決
定
し
ま
し

た
。
３
年
生
の
卒
業
研
究
の

中
間
報
告
に
対
し
て
小
グ

ル
ー
プ
で
意
見
交
換
す
る

予
定
で
す
。

　

ま
た
、
議
会
報
告
会
は
、

昨
年
度
の
報
告
会
の
中
で

の
参
加
者
の
方
の
意
見
を

参
考
に
さ
せ
て
い
た
だ
き
、

11
月
26
日
︵
日
︶
に
役
場
庁

舎
３
０
１
会
議
室
を
メ
イ

ン
会
場
と
し
、
午
前
の
部
と

午
後
の
部
で
開
催
す
る
こ

と
と
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
昼
休
み
を
利
用
し

カ
フ
ェ
タ
イ
ム
と
し
て
軽

食
を
取
り
な
が
ら
出
席
者

の
方
々
と
議
員
が
懇
談
す

る
企
画
も
用
意
し
、
今
ま
で

と
内
容
を
少
し
変
え
た
形

で
開
催
す
る
予
定
で
す
。
こ

の
機
会
に
い
ろ
い
ろ
な
ご

意
見
を
い
た
だ
き
た
い
と

思
い
ま
す
。

　

今
号
の
表
紙
を
飾
っ
た

の
は
、
富
澤
一
也
さ
ん
（
岩

井
）
の
作
品
で
す
。
岩
島

駅
か
ら
見
た
夕
日
と
電
車

の
美
し
い
風
景
。
こ
の
一

瞬
を
切
り
取
る
た
め
に
ど

れ
だ
け
の
時
間
を
費
や
し

た
の
だ
ろ
う
と
想
像
が
広

が
り
ま
す
。

　

引
き
続
き
、
「
議
会
だ

よ
り
」
の
表
紙
に
掲
載
す

る
町
の
「
風
景
」
や
「
行
事
」

な
ど
の
写
真
を
募
集
し
て

い
ま
す
。　

　

詳
し
く
は
、
東
吾
妻
町

議
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご

覧
く
だ
さ
い
。　

「
議
会
だ
よ
り
」
の
表
紙
の
写
真
を
募
集
し
ま
す
！

各委員会からの活動報告　　

議
会
広
報
特
別
委
員
会

嬬
恋
村
議
会
で
の
視
察
研
修

議
会
運
営
委
員
会

総
務
建
設
常
任
委
員
会

し
た
。　

文
教
厚
生
常
任
委
員
会

各委員会からの活動報告　　

予
算
決
算
特
別
委
員
会

仮設の迂回路で通学する児童

オールウェイズ東吾妻町の夕日
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新
し
い
議
会
と
な
り
半

年
。
議
員
定
数
を
２
議
席

削
減
し
た
こ
と
で
議
会
の

チ
ェ
ッ
ク
機
能
が
低
下
し
な

い
よ
う
に
意
識
し
つ
つ
歩
ん

で
い
ま
す
。

　

予
算
決
算
特
別
委
員
会
が

新
設
さ
れ
、
今
号
は
そ
の
特

集
ペ
ー
ジ
を
設
け
ま
し
た
。

　

ま
た
11
月
は
中
学
生
議

会
、
お
よ
び
新
た
な
方
式
に

よ
る
議
会
報
告
会
を
開
催
予

定
で
す
。
議
会
報
告
会
の
お

昼
休
憩
に
は
、
参
加
者
と
議

員
が
一
緒
に
い
わ
び
つ
汁
を

囲
ん
で
懇
談
す
る
カ
フ
ェ
タ

イ
ム
を
設
け
ま
す
。︵
限
定

１
０
０
食
︶

　

皆
さ
ま
の
ご
参
加
を
心
よ

り
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
！

　
　
　
　
　
　
︵
井
上
日
出
来
︶

　
　

議
会
広
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特
別
委
員
会
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武
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齋
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史
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増
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京
子
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美
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髙
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徳
樹

　
　

委　
　

員　

重
野　

能
之

■ まちの声

編
　
集
　
後
　
記

議会を傍聴してみませんか！
　議会の会議は、特別な場合を除き公開さ
れています。傍聴希望の方は、役場３階の
議会事務局までお越しください。
　

次回の定例会は 12 月５日開会予定

「大好きな　『東吾妻町』」

　　                     逸見　博一さん   （51歳 /岡崎）

　私は、東吾妻町岡崎に住んでいます。県
内のとある温泉地の旅館で働く会社員で
す。
　出身は神奈川県。とは言え、生まれも育
ちも神奈川の西部地区。ここ東吾妻町と土
地柄・景観等は、さほど変わらず、私にとっ
てはとても住み心地の良い場所となってい
ます。
　学卒の就職により群馬県に引っ越し、当
初は中之条町におりました。その後、結婚
を機に現在の岡崎地区に移り住み、東吾妻
町の町民の仲間入りから早いもので２０年
以上の年月が経ちました。
　子どもにも恵まれ、妻・長女・次女・長
男と５人家族。子どもの数が年々減ってい
く中、私の子ども達の学年は、その中でも
まだ多い方でした。長女が成人を迎えて数
年が経過した近年は、さらに子どもの減少
が著しく顕われ、近隣では子どもの姿を見
ることがほとんどなくなってきています。

さらには高齢化も加速度を増し、空き家も
目立ち始め、田畑については耕作放棄地が
増えております。
　この現象を食い止めるべく打開策はない
のか、と日々思うことが多々あります。さ
まざまな方向性を展開していただいている
かとは思いますが、今まで以上に町と議会
が手と手を取り合い、常にポジティブな目
標の設定と他の自治体では類を見ない施策
を打ち出していただきたいと、切に願って
おります。
　大好きな「東吾妻町」。これから先の生
活が、これからの未来を背負っていく子ど
も達にとっても、より安心出来る素晴らし
い町となるよう、私も微力ながら、出来る
ことから頑張っていきたいと思っておりま
す。

日 月 火 水 木 金 土

1 2

3 4 5 6 7 8 9

本会議 常委 常委 特委

10 11 12 13 14 15 16

特委
全協

休会 本会議 本会議

※予定ですので、詳しくはお問い合わせください。
常委：常任委員会、特委：特別委員会、全協：議員
全員協議会

　　　１２月定例会予定表　　　

へんみ　　　ひろかず


